
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真＝橋本圭史、桝島知佳、田上慧 
文＝山田遼太郎 山下 高久雅(法３) 

10 年春季リーグ 

第２週・４月 14 日 

２勝０敗 

 

【駒 大】  打安点 

⑥ 岡   ４２０ 

④赤 木  ２００ 

③笠 間  ３２２ 

⑨山 本  ３１２ 

⑦谷 口  ３００ 

PH 北 畠   １００ 

７嘉数駿  ０００ 

DH 山 下  ３２０ 

HD 石 橋  １００ 

②上村新  ２１２ 

⑤白崎浩  ４００ 

⑧中 谷  ２００ 

     計 29８６ 

 

▽二塁打＝上村新 

▽本塁打＝山本 

 

   回 打安責 

○井 口 ７ 26３１ 

 小 倉 １ ３００ 
 友 滝 １ ３００ 

専 大 ００１ ０００ ０００ １ 

駒 大 ３１０ ０２０ ０２× ８ 

先
発
・
井
口
拓
皓(

経
２)

が
７
回
ま
で
好
投
し
、
主
導

権
を
握
る
。
打
線
も
主
力
が

活
躍
。
投
打
が
か
み
合
い
、

連
勝
で
勝
ち
点
を
奪
う
。
１

部
と
の
入
替
戦
進
出
に
向

け
、
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。 

リ
ー
グ
戦
初
登
板
の
井
口

が
大
役
を
果
た
し
た
。
先
発

の
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
り
、
７

回
を
投
げ
被
安
打
３
、
１
失

点
。
奪
三
振
も
８
つ
を
数
え
、

チ
ー
ム
の
勝
ち
点
奪
取
に
貢

献
し
た
。 

初
登
板
の
緊
張
か
ら
か
、

立
ち
上
が
り
は
リ
ズ
ム
が
悪

く
不
安
定
な
投
球
が
続
く
。

初
回
と
２
回
の
一
、
二
塁
の

ピ
ン
チ
は
切
り
抜
け
る
が
、

３
回
に
は
１
死
か
ら
「
失
投

の
ス
ト
レ
ー
ト
」
を
痛
打
さ

れ
左
中
間
に
ソ
ロ
被
弾
。
し

か
し
、
他
の
投
手
が
ブ
ル
ペ

ン
で
慌
た
だ
し
く
準
備
を
し

始
め
る
中
、
右
腕
は
冷
静
に

な
っ
た
。 

「
打
た
れ
て
当
た
り
前
と
い

う
感
じ
。
そ
の
後
は
普
通
に

投
げ
る
こ
と
が
出
来
た
」。 

そ
の
言
葉
通
り
、
４
回
か
ら 

は
降
板
す
る
ま
で
１
人
の
走 

者
も
許
さ
な
い
完
璧
な
投

球
。
試
合
を
つ
く
る
。 

頼
れ
る
先
輩
も
後
輩
を
援

護
す
る
。
初
回
に
押
し
出
し

で
先
制
す
る
と
、
続
く
女
房

役
の
上
村
新(

営
４)

が
右
越

二
塁
打
を
放
ち
２
点
を
追

加
。
試
合
前
の
風
呂
場
で
「
勝

た
せ
て
や
る
よ
」
と
井
口
に

話
し
か
け
た
主
将
・
笠
間
将

裕(

商
４)

も
２
安
打
２
打
点

の
活
躍
。
最
後
は
４
番
・
山

本
祐
大(

法
４)

の
前
戦
に
続

く
左
越
２
点
本
塁
打
で
勝
利

を
決
定
づ
け
た
。 

新
戦
力
の
台
頭
は
チ
ー
ム

に
と
っ
て
も
心
強
い
。
昨
年

ま
で
の
エ
ー
ス
・
海
田
智
行

(

現
・
日
本
生
命)

が
今
春
に
卒

業
。
加
茂
勇
作(

国
４)

も
調
整

が
遅
れ
、
投
手
陣
の
駒
不
足

が
心
配
さ
れ
た
が
、
こ
の
試

合
の
投
球
で
不
安
を
一
蹴
し

た
。
前
日
に
「
何
と
か
勝
た

せ
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し
た

小
椋
正
博
監
督
も
「
良
く
投

げ
て
く
れ
た
」
と
称
え
た
。 

 

◆やました たくま/1989 年６月 1 日生まれ/
外野手/右投右打/171㌢ 72㌔/広陵高出身 

 

次
戦
は
昨
季
ま
で
１
部
の

強
豪
・
青
学
大
。「
戦
国
東
都
」

の
一
時
代
を
築
い
た
名
門
同

士
の
対
決
だ
け
に
、
注
目
が

集
ま
る
。 

 

 

 

≪井口の投手成績≫ 

３
回
、
２
死
か
ら
三
振
を
取
る
井
口 

初
回
、
満
塁
で
二
塁
打
を
打
つ
上
村
新 

試
合
前
、
言
葉
を
交
わ
す
井
口
と
白
崎
勇 

専大２回戦、先制の死球を受けた山下。その後２安打 

を放ち、５点目のホームも踏んだ。開幕スタメンには特 

別な「思い入れ」があった。オープン戦でスタメン出場を 

果たしたのはわずか１試合。他大で活躍している高校の 

同期に刺激を受け、「頑張らなくては」と 

思っていた中で得たチャンス。結果を出 

し、「打てて楽になった」と安堵の表情を見せた。青 

学大にも同学年は多い。ライバル心を燃やし次戦 

へ挑む。 

 

1　回 2　回 3　回 4　回 5　回 6　回 7　回

1番 三　振 右　飛 一ゴロ

2番 遊ゴロ 三　振 左　飛

3番 左中安 左本塁打 三ゴロ

4番 死　球 右　飛 右　飛

5番 ニ併殺 空　振 三　振

6番 左　飛 ニ邪飛 遊ゴロ

7番 中　安 空　振 空　振

8番 四　球 空　振 投ゴロ

9番 空　振 右　飛


